
（様式１）

　　平成２１年３月

土 木 部 長 中 安 正 晃

Ⅰ　総括コメント

1 高速交通ネットワークの整備
・

・

2 社会資本の整備と適切な維持管理
・

3 自然災害に対する安全・安心の確保

・

・

Ⅱ　「政策合意」項目に係る結果について

・別紙「平成２０年度　政策合意項目に係る実施結果報告（土木部）」のとおり

　「福井新元気宣言」の４つのビジョンを着実に実現していくため、平成２０年４月に知事と合意
をした「政策合意」の実施結果について、次のとおり報告します。

平成２０年度「福井新元気宣言」推進に係る政策合意の実施結果

　舞鶴若狭自動車道について、平成２３年度完成を目指す小浜西・小浜間は、用地買
収が全て完了し、工事が全線にわたって着実に実施され、小浜・敦賀間は、平成２６年
度完成を目指し、用地買収および工事が着実に進捗しています。
　完成予定時期より一日でも早く開通できるよう、今後とも西日本および中日本高速道
路株式会社に対し強く要請していきます。

（平 成 ２１年 ３ 月 末 現 在）

　中部縦貫自動車道の整備は、永平寺大野道路の上志比・勝山間が３月２８日に開通
するとともに、新たに勝山・大野間の工事が着手されました。
　また、中部縦貫自動車道全線の早期開通に向け、県民の気運の盛り上げに努めた結
果、大野油坂道路の大野東・和泉間が、平成２０年度の新規事業として採択され、全線
整備に向けて大きく前進しました。
　今後とも、福井・大野間の一層の事業推進、大野東・和泉間の速やかな事業の実施お
よび残る大野・大野東間、和泉・油坂峠間の早期事業採択に向け全力を尽くします。

　自然災害の事前対応として、主要河川や過去に被害が渓流などについて優先的に改
修等を実施し、また、雨量、水位情報の充実やハザードマップを使った避難訓練等を行
いました。
　今後は、主要河川の治水安全性のレベルをさらに向上するとともに、流域全体での防
災力の強化を図っていきます。

　足羽川の激特事業は、河床掘削や護岸工事がほぼ完成し、治水安全度が向上すると
ともに、木田橋、泉橋が供用され被災前の交通機能を取り戻しました。
　今後は、植栽が完了した桜づつみや河川敷での散策、水辺での生き物や水とのふれ
あいなど、多くの方々に親しまれる足羽川にしていきます。

　県内の主要道路の整備を促進するとともに、既存ストックを有効に活用するため、歩行
者や自転車に配慮した歩道の改修、橋梁の長寿命化対策等を進めました。
　また、公共事業と環境は密接な関連を有することから、創意工夫や新しい技術を取り
入れながら、環境に配慮した公共事業を推進しました。
　真に必要な社会資本の整備を進めるとともに、次の世代に引き継ぐ社会基盤の安全・
安心の確保などを適切に行い、入札制度の改正と併せて、県内経済の活性化につなげ
ていきます。
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（様式２）

役職 土木部長 氏名 中 安    正 晃

１　高速交通時代のにぎわい交流まちづく
り
◇　県内の道路交通ネットワークの整備・
保全
　舞鶴若狭自動車道については、平成２６
年度の全線開通予定を一日でも早めるた
め、未買収の用地の取得を促進します。ま
た、当面の部分開通目標である小浜西・小
浜間についても、平成２３年度の開通予定
を一日でも早めるため、用地買収を促進し
ます。

〔成果等〕　目標を達成しました。

　全区間（小浜西・敦賀間）において、９９パーセントの用地
買収が完了し、現在、国富トンネル工事や気山高架橋工事など
が実施されています。
　平成２６年度の全線開通に向け、小浜・敦賀間においては、
９９．５％の用地買収が完了し、現在１０か所でトンネル工事
等が実施されています。
　平成２３年度の開通を予定している小浜西・小浜間は、全て
の用地買収が完了し、工事が全線にわたって順調に進んでいま
す。

　中部縦貫自動車道については、大野油坂
道路の今後１０年から１５年での全線整備
と既に事業に着手している永平寺大野道路
の上志比・勝山間の平成２０年度内供用等
を引き続き目指し、福井・大野間の着実な
事業推進と大野油坂道路の事業着手の早期
決定を国に強く働きかけます。

　福井・大野間において、９０パーセントの用地買収が完了
し、３月２８日には、上志比・勝山間が開通しました。
　勝山・大野間では、新たに大袋(おおぶくろ)、小矢戸(こや
と)、杉俣（すぎまた）の３か所のトンネル工事が行われてい
ます。
　大野油坂道路も含めた中部縦貫自動車道全線の早期開通に向
け、促進大会、中央要請、総決起大会など、広く政府、与党等
関係者に対し沿線住民の熱意を強く訴えました。
  その結果、大野油坂道路の大野東・和泉間(14ｋｍ)が、３月
１３日に新規事業として採択されました。

〔成果等〕　引き続き実施します。

平成２０年度　政策合意項目に係る実施結果報告（土木部）

【取組結果の区分】
　 　・目標を上回って達成しました。（例：成果が目標を概ね２割超えて達成されたもの）
　　 ・目標を達成しました。（例：成果が目標どおり達成されたもの）
　　 ・目標を一部達成しませんでした。（例：成果の一部が目標に及ばなかったもの）
 　　・目標達成にはいたりませんでした。（例：成果が目標に及ばなかったもの）
 　　・引き続き実施します。（例：成果を上げるためには年度を超えて実行する必要のあるもの）

実　　施　　結　　果

（　平　成　2１年　3　月　末　現　在　）

項　　目

中部縦貫自動車道
　福井・大野間（26.4㎞）　用地買収９０％完了
　　　うち上志比・勝山間（7.9㎞）３月２８日開通

　大野油坂道路を含む全線早期開通に向けた活動
　　整備促進提言　１１月２１日
　　総決起大会　　　２月１０日
　
　大野油坂道路のうち、大野東・和泉間の新規事業採択
　　２１年３月１３日

舞鶴若狭自動車道
　小浜・敦賀間　　用地買収９９．５％完了
　　　　　　　　　区間内の５５％（21㎞）で工事中

　小浜西・小浜間　用地買収１００％完了
　　　　　　　　　全区間（11.4㎞）で工事中
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（様式２）

役職 土木部長 氏名 中 安    正 晃

平成２０年度　政策合意項目に係る実施結果報告（土木部）

【取組結果の区分】
　 　・目標を上回って達成しました。（例：成果が目標を概ね２割超えて達成されたもの）
　　 ・目標を達成しました。（例：成果が目標どおり達成されたもの）
　　 ・目標を一部達成しませんでした。（例：成果の一部が目標に及ばなかったもの）
 　　・目標達成にはいたりませんでした。（例：成果が目標に及ばなかったもの）
 　　・引き続き実施します。（例：成果を上げるためには年度を超えて実行する必要のあるもの）

実　　施　　結　　果

（　平　成　2１年　3　月　末　現　在　）

項　　目

　本年度から新たに橋梁の長寿命化修繕計
画の策定を行うなど、道路の維持管理を計
画的かつ重点的に推進します。
　また、既存の道路敷地を有効利用して交
差点に右折レーンを設置するなど、効率的
な道路の渋滞緩和に努めます。

  県が管理する２，３４６橋（２ｍ以上）のうち、今年度は緊
急輸送道路や跨線橋など５６８橋について長寿命化修繕計画を
策定しました。今後、経済対策として、全橋梁の計画策定完了
（２２年度）に先立ち耐震、塗装等の一体的な予防保全を前倒
しで実施します。
　また、福井市松本交差点で区画線を見直して右折レーンを確
保するなど、新たに１３か所で交差点の円滑な通行が可能とな
りました。

　県内の主要道路については、植樹祭に使
われる道路や高規格幹線道路と連結する道
路などを最優先に、整備に努めます。事業
の執行に当たっては、県民の利便性、効
果、効率性、優先度を見極め、県民とのコ
ミュニケーションを十分とりながら進めま
す。

　「道づくり協議会」を通じ、整備路線において住民との意見
交換を行い、いただいた意見を事業に反映するよう努めまし
た。
　また、中部縦貫自動車道の整備促進において、小・中学生を
対象とした「出前講座」を開催するなど県民へのＰＲ活動を行
いました。

〔成果等〕　目標を達成しました。

〔成果等〕　目標を達成しました。

主要道路の供用路線数　　　　　１１路線（８路線の増）
　・国道８号敦賀バイパス（敦賀市坂下～小河口）
    　　　　　　　　　　　　　　　　　  　  11月15日
　・中部縦貫自動車道（上志比・勝山間）　     3月28日
　・県道篠尾勝山線（福井市脇三ヶ）          11月14日
　・国道１５８号　奈良瀬～境寺バイパスのうち上新橋～
　　美山橋間が部分供用　 　　　　　　　　    3月30日
　・国道２７号美浜東バイパス（美浜町山上～佐柿）
                                             3月29日
　・県道鯖江美山線（福井市安波賀町） 　　    3月19日
  ・常神三方線（遊子トンネル）（若狭町遊子～塩坂越）
                                             3月24日
　・上志比インター線（永平寺町牧福島～大月） 3月28日

渋滞を緩和する主要交差点数
（平成19年度末　9か所）２２か所
  　　　　　　　　（１３か所の増）

主要道路の供用路線数
（平成19年度末 3路線） １０路線

（７路線の増：植樹祭関連道路の
　国道１５８号、県道篠尾勝山線
　など）

橋梁の長寿命化修繕計画の策定
　　　　　　　　　緊急輸送道路や跨線橋等５６８橋対象

渋滞を緩和する主要交差点数　　　　　　　２２か所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１３か所増）
・松本通りの松本交差点
・福井南消防署前交差点　など
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（様式２）

役職 土木部長 氏名 中 安    正 晃

平成２０年度　政策合意項目に係る実施結果報告（土木部）

【取組結果の区分】
　 　・目標を上回って達成しました。（例：成果が目標を概ね２割超えて達成されたもの）
　　 ・目標を達成しました。（例：成果が目標どおり達成されたもの）
　　 ・目標を一部達成しませんでした。（例：成果の一部が目標に及ばなかったもの）
 　　・目標達成にはいたりませんでした。（例：成果が目標に及ばなかったもの）
 　　・引き続き実施します。（例：成果を上げるためには年度を超えて実行する必要のあるもの）

実　　施　　結　　果

（　平　成　2１年　3　月　末　現　在　）

項　　目

◇　環境に配慮した社会資本の整備
　社会資本の整備に当たっては、設計、資
材調達および工事の実施などあらゆる面に
おいて、環境に配慮した整備の検討、導入
を進めます。

  環境配慮型公共工事検討委員会で、川にみお筋を形成し植物
を再生するなど環境に配慮した工法の検討等を行いました。
　また、雪対策・建設技術研究所において、環境配慮やコスト
を縮減する資材等を開発し、実証試験等を行いました。

〔成果等〕　引き続き実施します。

　公共下水道、農業集落排水施設等や合併
処理浄化槽の整備を効率的に行うため、人
口動態、土地利用状況などの基礎調査を実
施し、その結果に基づいて適切に選定され
た整備手法を、「福井県汚水処理施設整備
構想」に反映させていきます。

〔成果等〕　引き続き実施します。

　事業主体である市町と協力して、基礎調査を実施しました。
　その結果、福井県内では、人口の減少とともに、一人あたり
の水使用量は平成８年度の４００ℓ／日をピークに減少してお
り、現在、ピーク時の約９割になっています。
　この結果をもとに、公共下水道の整備予定地区を合併処理浄
化槽へ変更することなど、各市町に最も適した整備手法を検討
し、「福井県汚水処理施設整備構想」に反映していきます。

環境に配慮した公共工事
　・狐川（福井市渕町）…ウグイやカワニナの生息に配
　　慮し、みお筋（※）を形成
　・一乗谷川（福井市城戸の内）…ホタルの生息に配慮
　　し、石積護岸を整備
　・足羽川（福井市勝見）…タコノアシに配慮し、湿地
　　帯を確保
　　　※みお筋：水深に変化を持たせることで、水量が
　　　　少ない時でも水の流れが確保される

環境を配慮した新しい資材の開発
　・木タールを再利用したＣＯ２排出が少ない舗装材
　　（春江丸岡線（坂井市西長田）で試験施工）
　・耐久性が高い保水性舗装
　　（福井加賀線（福井市文京３丁目）で試験施工）

設計面における環境配慮
　・足羽川における木工沈床（※）の整備
　　　※木工沈床…間伐材と自然石を使用し、河川護岸
　　　　の根固めとして施工するもので、生き物にも優
　　　　しい工法
   ・在来種（ヨモギなど）を利用したのり面緑化工事
　　（国道305号　河内～奥野々道路　南条郡南越前町河
　　　内など）
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（様式２）

役職 土木部長 氏名 中 安    正 晃

平成２０年度　政策合意項目に係る実施結果報告（土木部）

【取組結果の区分】
　 　・目標を上回って達成しました。（例：成果が目標を概ね２割超えて達成されたもの）
　　 ・目標を達成しました。（例：成果が目標どおり達成されたもの）
　　 ・目標を一部達成しませんでした。（例：成果の一部が目標に及ばなかったもの）
 　　・目標達成にはいたりませんでした。（例：成果が目標に及ばなかったもの）
 　　・引き続き実施します。（例：成果を上げるためには年度を超えて実行する必要のあるもの）

実　　施　　結　　果

（　平　成　2１年　3　月　末　現　在　）

項　　目

　ゆとりある敷地で安心して暮らせる木造
住宅（県産材使用率４０％以上）や、高齢
者のためのバリアフリー化された民間賃貸
住宅の普及を支援します。

〔成果等〕　目標達成にはいたりませんでした。

　優良な木造住宅の普及を図るため、事業の申請書類を簡素化
するなど手続きの改善を行いました。目標達成にはいたりませ
んでしたが、制度を創設した平成１８年度より毎年件数が増加
し、今年度は、昨年度比95％増（20戸→39戸）となりました。
　さらに、新年度においては、適用要件を拡大し、県産材を活
用した断熱性の高い環境配慮型の住宅の拡大を図ります。

　地域住民、企業等との共動により、河川
での草刈・清掃、歩道内の花の植栽、危険
箇所の情報提供を行う「川守」「道守」に
ついて、地域ぐるみの継続的な活動が行わ
れるよう促進します。

〔成果等〕　目標を達成しました。

　「川守」「道守」活動への参加促進を図るため、職員が率先
して地域の活動に参加するよう努めるとともに、熱心な活動を
行っている自治会や企業等の活動をホームページで紹介しまし
た。
　特に、県内外の多くの人々が行き交うJR福井駅をはじめとす
る主要な駅、主要道路沿線を重点に花の植栽活動などが広がり
ました。
　また、降雪期前の立木伐採への協力や、道路の損傷箇所の情
報提供をいただくほか、地域住民が主体となって河川の浚渫を
行うモデル事業（坂井市丸岡町長畝地区）を実施するほか、新
たな展開を図りました。

川守参加者数　　　　　              　７４，５８０人
道守参加者数　　　　　　              １０，２９０人

地域ぐるみで継続的な活動が行われた事例
　・道路植栽帯の除草・花植え活動（福井市大手）
　・日野川河川敷等の清掃活動（鯖江市）
　・笙の川の環境美化活動（敦賀市）

ゆとりある敷地を有する木造住宅やバリアフリー化された
住宅の普及戸数　　　　　　　　　　　　　　　　３９戸

ゆとりある敷地を有する木造住宅や
バリアフリー化された住宅の普及戸数
　　　　　　　　　　　　　　５０戸

川守参加者数
（平成19年度末　74,170人）
　　　　　　　　   ７４，５００人

道守参加者数
（平成19年度末　5,620人）
　　　　　　　   　　９，２００人
・全国植樹祭に向け、福井駅など
　重点的に花の植栽の活動拡大
・県内の主要道路での情報提供者
　の拡大
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（様式２）

役職 土木部長 氏名 中 安    正 晃

平成２０年度　政策合意項目に係る実施結果報告（土木部）

【取組結果の区分】
　 　・目標を上回って達成しました。（例：成果が目標を概ね２割超えて達成されたもの）
　　 ・目標を達成しました。（例：成果が目標どおり達成されたもの）
　　 ・目標を一部達成しませんでした。（例：成果の一部が目標に及ばなかったもの）
 　　・目標達成にはいたりませんでした。（例：成果が目標に及ばなかったもの）
 　　・引き続き実施します。（例：成果を上げるためには年度を超えて実行する必要のあるもの）

実　　施　　結　　果

（　平　成　2１年　3　月　末　現　在　）

項　　目

２　日本一の安全・安心
◇　自然災害に対する安全・安心の確保
　足羽川の激特事業については、河床の掘
削および堤防強化等を完了し、所要の治水
効果を確保するとともに、木田橋や泉橋の
架け替え工事も完了します。

〔成果等〕　目標達成にはいたりませんでした。

　足羽川の木田橋は昨年１２月に、泉橋や堤防強化に伴う桜堤
整備は３月に完成しました。
　河床掘削や護岸工事については、出水期（６月中旬）までに
完成します。

　ハザードマップの作成支援や土砂災害警
戒区域等の指定を行い、危険箇所の情報を
市町の防災計画に的確に反映させ、消防団
や自主防災組織の防災訓練に活用します。
　また、避難に必要な情報を迅速に伝達す
るため、雨量、水位などのリアルタイム情
報を、インターネット、携帯メールで配信
します。

〔成果等〕　目標を達成しました。

　洪水・土砂災害ハザードマップを市町の防災体制に的確に反
映させるため、６月には大野市佐開地区、９月には鯖江市日野
川等でマップを用いた避難訓練が実施される等活用を促進しま
した。
　また、５月に、県職員ＯＢの市町への派遣制度を創設し、災
害復旧体制の強化を図りました。
  土砂災害警戒区域等の指定は、十分な地元説明を行った上で
指定しました。

洪水・土砂災害ハザードマップの作成　     　１３市町
　　　　　　　     （２市町　永平寺町、小浜市の増）

土砂災害警戒区域等の指定数　  　   　７，８９１か所
　　　　　　　　　　　　　   （２，５３５か所の増）

足羽川激特事業の完了
　
　木田橋  平成20年12月供用予定
　泉　橋  平成21年 2月供用予定

洪水・土砂災害ハザードマップの作成
（平成19年度末 計11市町）
　　　　　　　　      　　１３市町
    　　　　　　　　（２市町の増）

土砂災害警戒区域等の指定数
（平成19年度末 5,356か所）
　　　　　　　　  　７，８５６か所
　　　　　　（２，５００か所の増）

足羽川激特事業
　河床掘削　　　　　　　　　　　　 　　　９９％完成
　木田橋      　　　　　　　　 　　１２月１４日供用
　泉　橋　　　　　　　　　　 　　　　３月　１日供用

　今後の完成予定
　　河床掘削　　　　　　　　　 　　　　　　　　５月
　　護岸工事　　　　　　　　　 　　　　　　　　６月
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（様式２）

役職 土木部長 氏名 中 安    正 晃

平成２０年度　政策合意項目に係る実施結果報告（土木部）

【取組結果の区分】
　 　・目標を上回って達成しました。（例：成果が目標を概ね２割超えて達成されたもの）
　　 ・目標を達成しました。（例：成果が目標どおり達成されたもの）
　　 ・目標を一部達成しませんでした。（例：成果の一部が目標に及ばなかったもの）
 　　・目標達成にはいたりませんでした。（例：成果が目標に及ばなかったもの）
 　　・引き続き実施します。（例：成果を上げるためには年度を超えて実行する必要のあるもの）

実　　施　　結　　果

（　平　成　2１年　3　月　末　現　在　）

項　　目

　県内の各河川について、治水対策の現状
の把握・課題の抽出を行い、防災対策をレ
ベルアップします。
治水対策が必要な河川については、河床の
掘削や護岸の河川改修を実施するととも
に、土砂の浚渫を計画的・効率的に行いま
す。
　なお、浚渫工事に係る補助制度の創設や
浚渫土砂の有効利用方策など、既存ストッ
クを最大限活用した治水施策を国に働きか
けます。
　また、土砂災害の危険性が高い箇所にお
いて、砂防ダムなどの整備を実施します。

〔成果等〕　目標を達成しました。

　河川改修については、現状分析を行い江端川、荒川について
改修工法等を見直しました。また、大蓮寺川については、今後
１０年で効果が発現できるよう、河川整備計画変更の手続きに
着手しています。
　浚渫については、市街地など災害時に大きな被害が想定され
る箇所を重点に、４．２万㎥を実施しました。また、前倒し整
備を行うことによって、平成２２年度までに２０万㎥を実施し
ます。また、国の補助制度において緊急的な浚渫が対象となっ
たことから、安全・安心な河川の整備を加速していきます。
　また、福井市宮の谷川や南越前町南瀬地区など、緊急性、必
要性の高い砂防堰堤等が２２か所完了しました。

　足羽川ダムについては、早期に工事に着
手できるよう、環境アセスメント手続きお
よび補償関係調査の推進を国に働きかけま
す。
　また、水源地域対策特別措置法に基づく
水源地域整備計画の策定の準備を整える
等、国、町と協力して水源地域対策を進め
ます。

〔成果等〕　引き続き実施します。

　環境アセスメント手続きについては、方法書が昨年８月に決
定され、準備書の公告･縦覧が３月３０日に開始されました。
　補償関係では、平成２１年度中の補償基準提示を目指し、調
査が進められています。また、移転者の集団移転先について福
井市を含む４者で検討を進めています。
　水源地域対策については、水源地域対策特別措置法に基づく
水源地域指定および水源地域整備計画の準備を行っており、今
後とも国、池田町と調整しながら進めます。

洪水に備えた改修が完成する川数　　　　   　３河川
　　　　  （２河川：浄土寺川ダム、狐川のポンプの増）
　
河川における浚渫促進(平成１９年度3.4万m3)４．２万m3

土砂災害対策工事の実施により土砂災害を防止する箇所数
　　　　　　　　９８か所(平成２０年度　２２か所完成)

洪水に備えた改修が完成する河川数
（平成19年度末 1河川)  　３河川
（２河川：浄土寺川ダム、
          狐川のポンプの増）
　
河川における浚渫促進　  　　４万m3

土砂災害対策工事の実施により土
砂災害を防止する箇所数
(平成19年度 41か所完成)
                          ９８か所
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（様式２）

役職 土木部長 氏名 中 安    正 晃

平成２０年度　政策合意項目に係る実施結果報告（土木部）

【取組結果の区分】
　 　・目標を上回って達成しました。（例：成果が目標を概ね２割超えて達成されたもの）
　　 ・目標を達成しました。（例：成果が目標どおり達成されたもの）
　　 ・目標を一部達成しませんでした。（例：成果の一部が目標に及ばなかったもの）
 　　・目標達成にはいたりませんでした。（例：成果が目標に及ばなかったもの）
 　　・引き続き実施します。（例：成果を上げるためには年度を超えて実行する必要のあるもの）

実　　施　　結　　果

（　平　成　2１年　3　月　末　現　在　）

項　　目

　木造住宅の耐震化を促進するため、耐震
診断や補強プランの作成、耐震改修工事に
対する支援を、市町と連携して推進しま
す。
　また、耐震改修への助成を国の地域住宅
交付金の対象事業として位置づけるよう、
国に働きかけます。
　さらに、県民への意識高揚を図る説明会
の開催や、建築関係団体と協力して建築士
等の技術力向上のための講習会を開催しま
す。

〔成果等〕　目標を一部達成しませんでした。

　耐震診断において、耐震性が不足すると判定された住宅所有
者等に具体的な補強プランを提示し、耐震改修工事の実施を促
しました。
　これまで耐震診断を行った方で耐震改修工事を行う方が、こ
れまでの０人から４７人となるなど耐震改修への流れが生まれ
てきています。
　新年度においては、ほとんどの市町が事業主体として耐震改
修を支援するとともに、簡易な工法を取り入れるなど工期が短
く低コストの改修を促進していきます。

　除雪対策としては、緊急性の高い路線か
ら、順次、消雪施設を整備し、積雪時の円
滑な交通を確保します。
　大雪時の渋滞緩和を図るため、滞留した
車の迅速な退出方法や情報の共有化につい
て、国や高速道路株式会社とともに進めま
す。
　さらに、除雪期前にパトロールを実施
し、積雪によって道路に倒れかかるおそれ
のある木を事前に伐採します。

〔成果等〕　目標を達成しました。

　圧雪による交通渋滞が発生しやすい区間などを中心に消雪施
設を整備したほか、除雪車両の確保（516台　昨年比13台
増）、倒木対策チームによる立木の事前伐採など、ハード、ソ
フト両面から対策を実施しました。
　また、高速道路においては、県内の携帯電話不感地帯が全て
解消されたほか、事故時に車両を除去し、すみやかに渋滞解消
を図るため、レッカー車が配備されるなど対策が強化されまし
た。
　さらに、豪雪等により通行止めが長期にわたる場合には、上
下線の連絡路を活用して滞留した車を退出させる方法も確立さ
れました。

耐震診断・補強プランが作成される木造住宅戸数
　　　　　　　　　　　　１，７８７戸（３０５戸の増）

耐震化が図られる木造住宅戸数　新規５９戸
　　　　　　　　　　　　　　（改修５４戸、建替５戸）

消雪設備の整備による円滑な交通の
確保(平成19年度末　286km)
　　　　　２９４ｋｍ（８kmの増）
　

耐震診断・補強プランが作成される木
造住宅戸数
（平成19年度末 1,482戸）
                    １，７３２戸
　　　　　　 　　   (２５０戸増)

耐震化が図られる木造住宅戸数
　　　　　　　   新規　１４０戸

消雪設備の整備による円滑な交通の確保　　２９４㎞
　国道４１６号福井市西開発～新保地係など８㎞の増）

高速道路（北陸自動車道）の除雪体制強化
・携帯電話の不感地帯解消
　（今庄ＩＣ～滋賀県境までの全トンネル）
・レッカー車を新たに配備（敦賀ＩＣ）
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（様式２）

役職 土木部長 氏名 中 安    正 晃

平成２０年度　政策合意項目に係る実施結果報告（土木部）

【取組結果の区分】
　 　・目標を上回って達成しました。（例：成果が目標を概ね２割超えて達成されたもの）
　　 ・目標を達成しました。（例：成果が目標どおり達成されたもの）
　　 ・目標を一部達成しませんでした。（例：成果の一部が目標に及ばなかったもの）
 　　・目標達成にはいたりませんでした。（例：成果が目標に及ばなかったもの）
 　　・引き続き実施します。（例：成果を上げるためには年度を超えて実行する必要のあるもの）

実　　施　　結　　果

（　平　成　2１年　3　月　末　現　在　）

項　　目

３　行財政構造改革
◇　土木３公社の整理合理化
　平成２２年度の解散に向けて、住宅供給
公社の未分譲宅地の販売を推進します。土
地開発公社の保有土地についても、精力的
に民間企業等への売却を推進します。
　また、道路公社においては、９月に河野
海岸有料道路が無料化されることから、残
る２路線について、道路公社の解散を含め
そのあり方について検討します。

〔成果等〕　目標達成にはいたりませんでした。

　住宅供給公社において、新ふくい人や高齢者と同居する人な
どに対して販売価格を優遇する制度を設けるなど、昨年を上回
る区画数を販売しました。今後は、販売動向を見て一括売却な
どを検討します。
　土地開発公社では、１件（6,894㎡）を民間企業へ売却し、
さらに１件を、福井警察署の建て替え用地として活用すること
となりました。今後は、売却に係る制限を緩和し、事業所など
へ幅広く保有地の売却を進めます。
　道路公社においては、法恩寺山、三方五湖有料道路におい
て、通行料金の割引、地域内の観光施設や協賛店でのサービス
などの利用促進策を実施しました。引き続き、経営改善を図り
ながら、今後の収支の状況など公社のあり方を検討します。

◇　新たな入札制度の円滑な実施
　一般競争入札の対象金額を７千万円以上
から、原則２５０万円超に拡大し、技術力
も併せて評価する総合評価落札方式を本格
的に導入するなどの新しい入札制度につい
て、適切で円滑な実施に努めるとともに、
制度の検証を行います。

〔成果等〕　目標を達成しました。

　一般競争入札の対象金額の拡大により、本年度の平均落札率
（88.2％）は昨年度より２．５ポイント低下しました。
　このほか、本年度から総合評価落札方式を本格運用（原則と
して5千万円以上の工事）し、入札における競争性・透明性を
一層高めるとともに、技術力を活かした工事調達を行うことが
できました。
　３月から、経済対策として行う公共事業の発注に合わせ、低
入札対策の強化、複数等級を対象とした入札の拡大、防災力維
持における貢献度の配慮を行いました。

入札制度の主な改正点

・低入札対策として、最低制限価格等の設定方法を引上げ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(８月～)
・建設業者の地域への貢献度の評価を重視し、総合評価落
　札方式における評価項目・配点を改正　　　  (３月～)
・低入札対策として、価格調査において失格判断基準を導
　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(３月～)
・小規模業者がより高度な業務に参加し、技術力の向上を
　図れるよう、複数等級を対象とした入札を拡大(３月～)

住宅供給公社未分譲宅地の販売区画数　　　　　９区画

土地開発公社の保有土地売却数　　　　　　　　  １件

住宅供給公社未分譲宅地の販売区画数
（平成19年度 7区画）  　　１８区画

土地開発公社の保有土地売却数　３件
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指　　標　　名 １８年度の現状 １９年度の現状 ２０年度の現状
２２年度末
までの目標

舞鶴若狭自動車道の事業進捗
小浜西・敦賀間
用地買収９８％

用地買収約９９％ 用地買収９９．７％ 用地買収約１００％

中部縦貫自動車道の整備（永平寺大野
間）

越坂トンネル、
永平寺西・東間開通
　　　　３．２ｋｍ区間

勝山・大野間の
用地買収

約９９％

上志比・勝山間の開通
３月２８日

勝山・大野間
７．８kmの着工

県内の主要道路の供用路線数 － ３路線
２年間で１１路線
（２０年度８路線）

４年間で
１４路線供用開始

渋滞を緩和する主要交差点数
１２か所

（平成１５～１８年度）
９か所

２年間で２２か所
（２０年度１３路線）

４年間で３４か所

県民が住宅に満足を感じる割合
６０％

（平成１５年度）
６６％ ６７％ 　７０％以上

河川での草刈、清掃、花の植栽を行う
川守参加者数

７３，０００人 ７４，１７０人 ７4，５８０人 ７５，０００人

歩道内の清掃、除草、花の植栽、道路
の危険箇所等の情報提供を行う道守参
加者数

１７６人 ５，６２０人 １０，２９０人 １３，０００人

洪水、土砂災害ハザードマップの作成 ４市町 １１市町 １３市町
１７市町

（全市町）

土砂災害対策を実施する箇所 （１６２か所整備中） ４１か所整備
２年間で６３か所整備

（２０年度２２か所整備）
４年間で１００か所整備

洪水に備えた改修を実施する河川数 （２５河川改修中） １河川改修完了
２年間で３河川改修完了
（２０年度２河川改修完了）

４年間で７河川改修完了

消雪設備の整備延長 ２７６ｋｍ ２８６ｋｍ ２９４ｋｍ ３１０ｋｍ

４年間の目標数値の進捗状況報告（土木部）

（　平　成　２１　年　３　月　末　現　在　）
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